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特集　環境教育特集　環境教育
次世代育成委員会の取り組み次世代育成委員会の取り組み
幼稚園のご紹介幼稚園のご紹介

「市長への手紙」のご紹介「市長への手紙」のご紹介

「今年もきれい！」「今年もきれい！」
　ゆめおーれ勝山のイルミネーションが、今年は
約１万個の電球を使用してパワーアップしました。
ツリーの一番上の飾りの色が変わるのを、子ども
たちが見つめています。
　勝山左義長まつりのある２月末まで楽しめます。
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交通事故発生状況

　総件数
　人身事故

　　死　者
（うち高齢者）

（うち高齢者）
　　傷　者
　物損事故

429件
64件

2人

＋30
＋8

50） （＋17）

（1） （0）
0

68人
365件

+8
＋22

件数内訳 平成２２年11月末 前年比
※高齢者＝65歳以上

12月の納税
固定資産税▶3期
納 期 限▶12月27日（月）
口座振替▶12月22日（水）

男
女
合　計
世帯数

10月末現在

人
人
人
世帯

11月末現在月間増減
出生

－
－
－

－
－
－

死亡 転入
自然動態 社会動態

人
人
人
世帯

人
人
人
世帯

計 転出
－
－
－
－

12,560
13,750
26,310
8,258

7
11
18

12,540
13,731
26,271
8,239

20
19
39
19

17
14
31

10
3
13

13
15
28

23
31
54

10
16
26

計

人口の動き

編
集
後
記

看護師募集
薬剤師・保健師・臨床工学技士も募集しています。

あなたの支えは何ですか？
私たちの支えは、
「あなた」です。

詳しくはホームページをご覧ください。詳しくはホームページをご覧ください。

「当院だけの特典」もご覧ください。
携帯からのアクセスはQRコードより

http://www.fsih.jp/http://www.fsih.jp/

看護職を目指す学生さんは奨学金制度をご利用ください。

社団法人  全国社会保険協会連合会

福井社会保険病院
TEL.0779-88-0350TEL.0779-88-0350お気軽にお問い合わせください（庶務課）お気軽にお問い合わせください（庶務課）

保育施設完備…子育ても安心な環境です。

（122）

　

勝
山
本
町
を
大
野
側
に
向
か
っ
て
進
む
と
元
禄

坂
信
号
が
あ
り
、
こ
れ
を
過
ぎ
る
と
す
ぐ
に
「
追

手
門
」（
大
手
坂
）
に
さ
し
か
か
る
。
こ
こ
が
町

人
町
か
ら
通
じ
る
勝
山
城
へ
の
入
り
口
で
あ
り
、

勝
山
城
の
追
手
門
に
到
達
す
る
道
で
あ
っ
た
。
こ

の
追
手
坂
の
傾
斜
地
を
二
〇
メ
ー
ト
ル
程
登
っ
て

一
旦
左
折
し
、
ま
た
右
折
す
る
と
深
谷
病
院
前
に

出
る
。（
こ
の
屈
折
部
分
は
、
元
は
も
っ
と
下
の

方
に
あ
っ
た
）
こ
こ
に
は
、
元
「
三
の
丸
」
を
取

り
囲
む
幅
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
堀
が
あ
っ
た
。
堀
に

沿
っ
て
進
み
、
す
ぐ
左
折
し
て
進
め
ば
勝
山
城
の

追
手
門
に
向
か
う
の
で
あ
る
。
現
在
の
こ
の

道
は
、
真
っ
直
ぐ
に
正
等
寺
に
突
き
当
た
る

が
、
江
戸
期
に
は
現
在
の
松
村
秀
紀
家
ま
で

進
ん
で
左
折
し
、「
馬う
ま

出だ

し
」
の
中
に
入
り
追

手
門
に
進
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
幾
つ
も
の
食
い
違
い
は
、
い
ざ
と
い

う
時
に
敵
の
侵
入
を
妨
ぐ
た
め
の
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
元
武
家
屋
敷
（
元
町
二
丁
目
）

内
な
ど
あ
ち
こ
ち
に
設
け
ら
れ
、
現
在
も
そ

の
名
残
が
残
っ
て
い
る
。

　

現
在
は
、
三
の
丸
堀
跡
も
屋
敷
地
に
取
り

込
ま
れ
、
堀
の
外
回
り
の
道
だ
け
が
そ
の
ま

ま
残
り
、
堀
跡
の
面
影
は
全
く
感
じ
ら
れ
な

い
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
三
の
丸
跡

で
製
糸
工
場
が
操
業
を
始
め
た
こ
と
で
「
三

の
丸
製
糸
」
と
呼
ば
れ
、
織
物
の
町
勝
山
の
先
駆

け
と
な
っ
た
。

　

追
手
坂
の
登
り
坂
は
、
勝
山
城
の
要
害
の
働
き

を
持
っ
て
い
た
七
里
壁
（
九
頭
竜
川
河
岸
段
丘
）

を
登
っ
て
い
く
道
で
あ
っ
た
が
、
段
丘
の
上
部
分

に
は
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に
藩
の
読
書
堂

が
、
そ
の
二
年
後
に
は
藩
校
成
器
堂
が
設
け
ら
れ
、

勝
山
教
育
の
基
が
築
か
れ
た
。

文
化
財
保
護
委
員　

増
田
公
輔勝山城郭復元図（部分）

左角は金崎家、突き当たりに正等寺

追手坂と標柱

　

い
よ
い
よ
冬
本
番
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
雪
の
準
備
は
お
済
み
で

し
ょ
う
か
？

　

冬
は
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン

で
も
あ
り
、
勝
山
で
は
冬

の
風
物
詩
の
勝
山
年
の

市
、
勝
山
左
義
長
ま
つ
り

と
、
寒
く
て
も
賑
や
か
な

行
事
が
あ
る
季
節
で
も
あ

り
ま
す
。

　

今
年
も
も
う
す
ぐ
終
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
一
年
「
広
報
か
つ
や

ま
」
を
お
読
み
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
来
年
も
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

家　

中　

屋　

敷

家　

中　

屋　

敷
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ミチノクフクジュソウの保全活動（村岡小学校）
　ミチノクフクジュソウは太陽の光が当たらないと花が咲かな
いため、枯れ草を取り除く作業を毎年5・6年生が行っています。

　勝山市では現在「エコ環境都市」を目指し、平成24年度開催予定の「第20回環
境自治体会議　勝山大会」に向けて、さまざまな取り組みを行っています。
　市内の小中学校でもそれぞれエコに関する特色ある取り組みが行われています。
今回は各校の取り組みの一部をご紹介します。

エエデュケーションデュケーション
コ ロ ジ ー ～学校のエコな取り組み～

■
各
校
の
取
り
組
み
の
ご
紹
介

①
成
器
西
小
学
校　

Ｅ
Ｍ
菌
で
プ
ー

ル
を
き
れ
い
に
！

②
成
器
南
小
学
校　

ゴ
ー
ヤ
で
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
作
り

③
鹿
谷
小
学
校　

校
庭
の
ビ
オ
ト
ー

プ
に
魚
な
ど
を
放
し
ま
し
た

④
村
岡
小
学
校　

ミ
チ
ノ
ク
フ
ク
ジ
ュ

ソ
ウ
の
保
全
を
呼
び
か
け
る
看
板

作
り

⑤
平
泉
寺
小
学
校　

ち
ょ
っ
ぴ
り
エ

コ
な
活
動
を
し
た
児
童
は
エ
コ
コ

イ
ン
を
貯
金
し
、
学
校
全
体
で
毎

月
枚
数
を
発
表
し
ま
す

⑥
三
室
小
学
校　

児
童
が
育
て
た
サ

ツ
マ
イ
モ
の
つ
る
で
リ
ー
ス
作
り

⑦
北
郷
小
学
校　

毎
月
３
の
つ
く
日

に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
と
ア

ル
ミ
缶
を
回
収
し
て
い
ま
す

⑧
野
向
小
学
校　

地
引
網
体
験
の

後
、
気
比
の
松
原
で
ゴ
ミ
拾
い
を

し
ま
し
た

⑨
荒
土
小
学
校　

５
年
生
の
炭
焼
き

体
験
の
様
子
。
植
樹
活
動
も
し
ま

し
た

⑩
勝
山
北
部
中
学
校　

新
聞
の
環
境

問
題
記
事
を
学
習
・
討
論
し
ま
し

た
⑪
勝
山
南
部
中
学
校　

年
に
２
回
の

花
壇
造
り
。
今
年
は
コ
ン
ク
ー
ル

で
大
賞
を
取
り
ま
し
た

⑫
勝
山
中
部
中
学
校　

ホ
タ
ル
が
飛

ぶ
浄
土
寺
川
の
清
掃
の
様
子

①①

②②

③③

④④

⑤⑤

⑨⑨

⑥⑥⑪⑪

⑦⑦

⑩⑩

⑧⑧⑫⑫ ■
村
岡
小
学
校
が

　
　

林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞

　

環
境
省
が
主
催
す
る
平
成
22
年
度
第
45

回
全
国
野
生
生
物
保
護
実
績
発
表
大
会
に

お
い
て
、
村
岡
小
学
校
が
３
年
前
か
ら

行
っ
て
い
る
ミ
チ
ノ
ク
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
の

保
全
活
動
が
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

ミ
チ
ノ
ク
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
は
国
・
県
の

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
植
物

で
、
勝
山
市
指
定
の
天
然
記
念
物
で
す
。

県
内
で
は
、
唯
一
北
谷
町
に
だ
け
群
生
し

て
い
ま
す
。

　

村
岡
小
学
校
で
は
、
平
成
20
年
か
ら
小

原
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び
県
・
国
と

連
携
し
て
、
自
生
地
の
草
刈
り
や
枯
れ
草

集
め
を
実
施
し
、
保
護
を
呼
び
か
け
る
看

板
の
作
成
・
設
置
も
行
っ
て
い
ま
す
。

環境省（東京都）で発表した
村岡小学校代表の4人。（左か
ら小林篤生君、小寺詩雪君、
西野葉月さん、寺山菜月さん）

ミチノクフクジュソウ
（北谷町）
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勝山地区

平泉寺地区

遅羽地区

北郷地区

野向地区

鹿谷地区

猪野瀬地区

村岡地区

荒土地区

　勝山地区内21の子ども会を一堂
に集めての合同クリスマス会を昨
年に引き続き、12月４日に開催し
ます。（写真は昨年の様子）

　10月に地域住民と子どもたちと
のふれあいを目的に、もちつき交
流会が開催され、大人に教わりな
がら楽しくもちつきをしました。

　6月から3か月間公民館で、小学
生太鼓教室を開催しました。10月
の三室まつりで成果発表をしたと
ころ、大変好評でした。

　「北郷町わくわく合宿通学」が9
月に行われ、北郷小学校の4年生
11人が大人と一緒に夕食の準備、
片付けなどを通じ、いろいろなこ
とを学びました。

　野向町ふるさと夏まつりでは、
景品配付やパフォーマンスコンテ
スト、太鼓などに小中学生が積極
的に参加しました。

　9月に鹿谷小学校4年生18人が、
３泊４日で「鹿谷町合宿通学」を
体験しました。その中で山岸市長
との対談も行われました。

　10月の町民運動会では、中学生
が自ら企画した競技に参加しまし
た。また、競技役員として運動会
をスムーズに運営し、大会を盛り
上げました。

　６月に村岡小学校４年生42人
が、３泊４日で「わくわく合宿通学」
をしました。ボランティアのかた
と協力して、班別学習などを行い
ました。

　夏休みに行われた町民ラジオ体
操祭で、小中学生の指揮のもと、
元気よく体操しました。

子
ど
も
は

子
ど
も
は  

わ
が
ま
ち
の
宝

わ
が
ま
ち
の
宝

〜
次
世
代
育
成
委
員
会
の
取
り
組
み
〜

　

子
ど
も
の
数
が
年
々
減
少
し
て
い
く
中
、

市
で
は
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
連
携
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
「
わ
が
ま
ち
子
育
て
支
援
」
の

在
り
方
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次

世
代
育
成
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
各
地
区
で
行
っ
た
取
り
組
み
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

～幼稚園は学校教育の始まり～

問　学校教育課（☎88‐8112）

幼児はいろいろなあそびを通してたくさんのことを学び、身につけていきます。

～～～
幼児はいろいろなあそびを通してたくさ
遊んで学ぼ

う!
遊んで学ぼ

う!

■社会性・道徳性
　他者への思いやりや、きまりを守ろ
うとする気持ちを育てます。

幼稚園で
身につく力

交通安全マスコット渡し

■思考力の基礎
　遊びの中で考えたり、試したり工夫
することで思考力を伸ばします。

草ずもう「どっちが強い？」

■表現力
　ごっこ遊びを通して感じたことを自
由に表現したり、自然に触れたりする
中で感性を豊かにします

お姫様に変身 自然を満喫

■体力の向上
　園庭などで思いっきり遊ぶことで健
康な心と体をつくります。

手をつないで一輪車

■言葉の獲得
　読み聞かせを通して、先生や友だち
とコミュニケーションを楽しみ、話す
力や聞く力が育ちます

お話大好き！

幼稚園では、

「思いっきり遊ぶこと」
「表現すること」
「集中すること」
を通して、生きる力を育みます。

勝山中部幼稚園
　「小さい頃から絵本に親しみ、読書
習慣のある子に！」と家庭教育学級な
どを通して保護者にも啓蒙。毎週のお
母さんの読み聞かせは好評です。
問　勝山中部幼稚園 ☎88－1271

成器南幼稚園
　広い砂場と雨でも遊べる砂場、豊富
な大型遊具を使って、思いっきり体を
動かして遊べる環境です。
問　成器南幼稚園 ☎88－1328

～そして小学校へ～
　遊びを通して学ぶ楽しさを知り、小
学校への学習意欲にもつながります。
　また、小学生の児童との交流活動を
多く取り入れています。

～学校評議員制度～
　小学校長や地域の皆さんに幼稚園評
価を委託し、幼稚園内容や運営につい
て意見を求め、一層開かれた幼稚園を
目指しています。
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ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
想
い
を
手
紙
に
込
め
て

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」の
ご
紹
介

　

毎
年
、
９
月
の
市
民
提
案
月
間
に
伴
っ
て
募
集
す
る
「
市
長
へ
の
手
紙
」。
今

年
は
「
第
５
次
勝
山
市
総
合
計
画
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
建
設
的
な
ご
提
案
や
ご
意
見
を
５
件
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
、
手
紙
の
内
容
と
そ
の
返
事
の
要
約
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※ 

秘
書
・
広
報
課
で
は
、
日
頃
か
ら
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
提
案
、
ご
意
見
を
受
け

付
け
て
い
ま
す 

問　

秘
書
・
広
報
課
（
☎
88
‐
１
１
１
４
）

「
新
体
育
館
の
建
設
は
本
当
に
必
要
か
」

　
　

学
校
再
編
で
生
ま
れ
る

　
　
　
　
　
　

空
き
施
設
の
活
用
を

　

新
体
育
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

市
民
の
長
年
に
わ
た
る
夢
で
あ
り
、
ま
た
平

成
30
年
国
民
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

会
の
開
催
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
を
い
た
だ
く
中
で
、
第
５
次
勝
山
市
総

合
計
画
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

新
体
育
館
の
機
能
や
規
模
に
つ
い
て
は
、

勝
山
市
に
お
け
る
体
育
施
設
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
か
ら「
競
技
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
推
進
、
健
康
増
進
や
メ
デ
ィ
カ
ル
的

な
施
設
の
整
備
な
ど
、
市
民
が
集
ま
る
体
育

施
設
の
整
備
を
望
む
。」
と
の
中
間
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
に
提
出
さ
れ
た
約
６
０
０
０
人

の
市
民
の
署
名
に
よ
る
「
総
合
体
育
館
建
設

を
求
め
る
要
請
書
」
で
は
、「
新
体
育
館
が

で
き
れ
ば
、
国
体
の
よ
う
な
全
国
大
会
だ
け

で
な
く
、
大
き
な
コ
ン
サ
ー
ト
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
な
ど
も
開
催
で
き
、
勝
山
市
の
交
流
人

口
の
増
加
や
経
済
効
果
の
増
大
が
見
込
ま
れ

る
。」
と
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
勝
山
市
に
お
い
て
全
国
レ
ベ
ル

の
大
会
が
数
多
く
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
競
技
を
目
の
当

た
り
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
子
ど

も
た
ち
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
へ
の
刺
激

と
な
り
、
正
に
夢
や
元
気
を
生
み
出
す
原
動

力
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
市
の
財
政
の
現
状
お
よ
び
今
後
の

見
通
し
を
見
極
め
た
上
で
進
め
る
べ
き
も
の

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
十
分
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

よ
り
良
い
建
設
に
向
け
て
、
今
後
も
さ
ら

に
議
論
を
重
ね
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
里
山
（
長
尾
山
）
と
し
て
の
整
備
」

　

自
然
環
境
の
保
全
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
　

日
本
本
来
の
里
山
に

　

長
尾
山
総
合
公
園
は
、
年
間
40
万
人
以
上

の
来
館
者
を
誇
る
県
立
恐
竜
博
物
館
、
勝
山

特
有
の
緑
豊
か
な
美
し
い
自
然
を
有
す
る
県

内
屈
指
の
公
園
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年

は
博
物
館
開
館
お
よ
び
開
園
10
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
県

内
外
か
ら
の
来
園
者
が
安
全
で
安
心
し
て
自

然
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
公
園
の
維

持
管
理
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
広
大

な
敷
地
内
に
豊
か
な
自
然
を
有
し
て
い
る
が

故
に
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
も
出
没
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
電
気
柵
の
設
置
、
下
草

刈
り
を
実
施
す
る
な
ど
対
策
を
講
じ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
公
園
内
の
豊
か
な
自

然
環
境
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
獣
の
住
み

に
く
い
里
山
を
創
出
す
る
た
め
の
緩
衝
帯
の

整
備
の
検
討
、
お
よ
び
維
持
管
理
に
努
め
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

11
月
26
日
（
金
）、
勝
山
市
は
株
式
会
社

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
、
市
役
所
で
の
手
続
き
や

補
助
金
制
度
な
ど
の
行
政
情
報
を
掲
載
し
た

「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
共
同
発
行

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
、
平
成

15
年
か
ら
毎
年
、
市
が
独
自
で
作
成
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
行
政
情
報

に
加
え
、
医
療
機
関
な
ど
の
地
域
の
情
報

や
、
事
業
者
の
広
告
を
掲
載
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
実
用
性
の
高
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
し
、配
布
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

印
刷
か
ら
発
行
に
か
か
る
経
費
は
、
掲
載
さ

れ
る
広
告
料
で
賄
わ
れ
る
た
め
、
市
の
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
２
０
１
１
年

版
」
の
配
布
時
期
は
、
平
成
23
年
６
月
の
予

定
で
す
。

問　

秘
書
・
広
報
課 

（
☎
88
‐
１
１
１
４
）

「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

　
　
　
　
　
　

作
成
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　

作
成
に
向
け
て

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と

共
同
発
行
協
定
を
調
印

共
同
発
行
協
定
を
調
印

市長となんでも語ろう会

説明する山岸市長 市長となんでも語ろう会の様子

小中学校再編、新体育館建設に関する現時点での市の基本方針

１　 学校再編と新体育館建設について、それぞれ別途に進めます
２　 中学校については、素案に示した１校に再編する案にこだわらず、段階的に再編
を進める２校案も検討し、現時点では目標年次を定めず、できるだけ早い時期の再
編を目指します
３　 小学校については、それぞれの地域の意思を十分尊重することを基本としながら、
今後の再編のあり方について議論を重ねていきます
４　 新体育館については、利便性の高い市街地において、平成３０年の国体開催が可
能となる時期までに建設を進めることとします

小中学校再編、新体育館建設について
市の再検討案を掲示

　11月10日（水）、14日（日）、20日（土）の３日間にわたり、市内３中学校区別に「市長とな
んでも語ろう会」を開催しました。
　今回は、これまで提示してきた小中学校再編、新体育館建設などに関する市の素案に対する市民
の皆さまからのご意見・ご提案を踏まえて、再度検討した結果および現時点での市の基本方針を説
明しました。
　参加された保護者や地域住民のかたからは、再提案の内容を踏まえた上での今後の再編方法や通
学手段の確保、新体育館の建設費などについて、ご意見などをいただきました。
　今後も、市民の皆さまとの議論を踏まえ、次代を担う子どもたちにとってより良い教育環境の実
現を目指していきます。また、新体育館の建設については、誰もがいつでも気軽に参加でき、より
高度な技能の向上が図れるスポーツ環境の整備・充実を目指し、市民の皆さまと一体となって進め
ていきます。
※「市民となんでも語ろう会」の議事要旨については、後日ホームページで公開します
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予　算　額 支出済額及び支出率（対予算）

0

50

100

150

200

250

300

350

400

目撃情報（件）
痕跡情報（件）
放獣（頭）
補殺（頭）

（件）

0

3
48

98

149

11
17
6

11

160

79

54

10

16年度 17年度 18年度 19年度

クマに関する各種件数（年度別）

20年度 21年度 22年度

204

116

37
16

2
2

今年度の鳥獣害状況について今年度の鳥獣害状況について
　今年度は、市内各地でクマが頻繁に出没し、人身被害（4件）も
起きました。
　また、イノシシやカラスによる被害も増えています。これらの捕
獲状況・市の対応および取り組みについてお知らせします。

（データ提供：林業振興課　☎88－8121）
※有害鳥獣駆除は、いずれも猟友会のご協力を得て対応しています

　県調査によると、奥山の木ノ実が凶作で
あったため、エサを求めてクマが集落付近へ
移動してきたと考えられます。これは、大量
出没した平成18年度と同様の傾向でした。

ク
マ
出
没
時
の
市
の
対
応

•
ク
マ
の
出
没
時
は
、
猟
友
会
、
警
察
、
区

長
、
市
の
関
係
課
、
県
自
然
環
境
課
お
よ

び
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
絡
を
取

り
合
い
対
応
し
ま
し
た

•
ク
マ
が
頻
繁
に
出
没
す
る
場
所
に
は
、
ク

マ
用
の
捕
獲
檻
を
設
置
し
、
捕
獲
し
た
場

合
は
、
山
奥
へ
放
獣
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
が
、
人
身
被
害
の
防
止
を
優

先
す
る
た
め
に
、
や
む
を
え
ず
捕
殺
し
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た

•
ク
マ
の
出
没
情
報
を
、
市
民
に
緊
急
メ
ー

ル
で
配
信
、
被
害
防
止
の
た
め
の
チ
ラ
シ

を
３
回
全
戸
配
布
し
、
ま
た
、
防
災
無
線

や
広
報
車
に
よ
り
注
意
喚
起
の
強
化
を
行

い
ま
し
た

イ
ノ
シ
シ
・
カ
ラ
ス
の
対
応

•
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
防
止
、

軽
減
を
図
る
た
め
、
各
地
区
か
ら
の
捕
獲

要
請
を
受
け
、
市
内
各
地
に
58
基
の
イ
ノ

シ
シ
檻
を
設
置
。
昨
年
の
６
倍
の
捕
獲
数

と
な
っ
て
い
ま
す
。
捕
獲
後
の
最
終
処
理

は
、
地
元
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

• 

カ
ラ
ス
対
策
と
し

て
、
7
月
中
旬
か

ら
10
月
下
旬
に
か

け
て
、
カ
ラ
ス
の

捕
獲
檻
を
新
規
に

設
置
し
、
猟
友
会

の
ご
協
力
の
も

と
、
駆
除
を
実
施

し
ま
し
た

檻の設置状況

カラスの捕獲檻

捕獲されたイノシシ

　

ク
マ
に
つ
い
て
は
、
冬
の
訪
れ
と
と

も
に
目
撃
や
捕
獲
な
ど
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
十
分
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

平成22年度クマに関する各種件数
目　撃 痕　跡 放　獣 補殺

160件 79件 54頭 10頭
（数字は11月29日現在）

イノシシ・カラスの捕獲状況
22年度捕獲 21年度捕獲

イノシシ 181頭 31頭

カ ラ ス 107羽 0羽（未実施）

平成22年度平成22年度
　

市
で
は
、
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
22
年
度
予
算
の
上
半
期（
4
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
）に

お
け
る
予
算
執
行
状
況
や
市
税
の
収
入
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

特
別
会
計

上
半
期
の
状
況

上
半
期
の
状
況

一
般
会
計
予
算
の
執
行
状
況
（
9
月
30
日
現
在
）

歳
入

（注） 予算額、収入済額、支出済額には、繰越明許費
を含みます

歳
出

収入済額及び収入率（対予算）予　算　額
59.8%

30.8%

39.7%

49.1%

0.0%

58.0%

37.1%

100.0%

62.5%

47.7%

38.4%

49.7%

28.3%

26.6%

61.7%

28.3%

0.0%

123.8%

2.8%

0.1%

45.0%

17億8,874万円

5,027万円

476万円

177万円

0万円

1億3,167万円

1,667万円

5,004万円

24億1,508万円

239万円

7,593万円

4,336万円

4億4,197万円

3億2,378万円

824万円

57万円

0万円

2億4,513万円

1,732万円

70万円

56億1,839万円

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

合 計

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

合 計

1億5,100万円

19億1,280万円

35億  134万円

5億  262万円

2億3,491万円

7億7,506万円

5億8,238万円

16億2,306万円

3億6,747万円

16億2,042万円

0万円

11億6,585万円

5,000万円

381万円

124億9,072万円

49.4%

41.8%

34.0%

28.3%

82.3%

14.6%

54.2%

20.4%

40.8%

44.0%

0.0%

49.5%

0.0%

0.0%

36.8%

7,456万円

7億9,946万円

11億8,932万円

1億4,221万円

1億9,325万円

1億1,332万円

3億1,563万円

3億3,142万円

1億4,993万円

7億1,272万円

0万円

5億7,668万円

0万円

0万円

45億9,850万円

特別会計予算執行状況

29億9,074万円

1億6,300万円

1,200万円

360万円

200万円

2億2,700万円

4,500万円

5,004万円

38億6,623万円

500万円

1億9,790万円

8,732万円

15億5,970万円

12億1,941万円

1,336万円

200万円

1,730万円

1億9,795万円

6億1,182万円

12億1,935万円

124億9,072万円

会　　　計　　　名 予 算 額 収入済額 支出済額
育 英 資 金 3,451万円 1,000万円 1,634万円
下 水 道 事 業 13億 455万円 1億8,111万円 5億2,371万円
簡 易 水 道 事 業 3億2,686万円 176万円 5,942万円
国 民 健 康 保 険 25億4,489万円 10億7,229万円 11億4,625万円
老 人 保 健 667万円 502万円 0円
後 期 高 齢 者 医 療 3億2,262万円 1億1,143万円 1億1,579万円
介護
保険

保 険 事 業 勘 定 25億2,906万円 8億7,081万円 10億2,946万円
介護サービス事業勘定 1,181万円 449万円 228万円

農業集落排水事業 5億2,531万円 1,480万円 1億1,282万円
市 有 林 造 成 事 業 7,693万円 42万円 1,553万円
特 別 会 計 合 計 76億8,321万円 22億7,213万円 30億2,160万円

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

入 湯 税

都 市 計 画 税

市税の収入状況 予 算 額 29億9,074万円
収入済額 17億8,875万円

12億3,491万円
5億9,397万円
13億5,705万円
9億3,010万円
5,834万円
5,711万円

1億2,124万円
6,713万円
3,116万円
1,235万円

1億8,804万円
1億2,809万円

現　在　高
88億1,751万円
57億4,440万円
2億 898万円
14億2,585万円

4,687万円
162億4,361万円

会　　　計　　　名
一 般 会 計

下 水 道 事 業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
市有林造成事業
合　　　　計

市債の状況

特
別
会
計

　また、現在高88億1,751万円のうち借り入れ利率別の
内訳は次のようになっています。市では国から認められた
ものについては積極的に繰上償還を行うなど、高い金利
市債残高の減少に努めています。

目　　的　　区　　分 現在高（一般会計分）
4億2,528万円
13億3,509万円
13億4,843万円
6億4,586万円
1億6,286万円
6億2,016万円
3億9,682万円
40億8,301万円
88億1,751万円

教育債（学校・図書館整備）
土木債（道路橋りょう整備・都市計画等）
　〃　（公園等整備）
農林業債（農道・林道等整備）
消防債（防災・防火施設等整備）
衛生債（ごみ処理施設・火葬場等整備）
民生債（保育所・児童センター等整備）
その他（災害復旧事業・減税補てん債等）
　　合　　　　　　　　　計

利　　率
～2.5％以下
～5.0％以下
～7.0％以下

現在高（一般会計分）
81億4,125万円
5億1,359万円
1億6,267万円

割　合
92.3％
5.8％
1.9％

　市債は市が大型事業を実施するために国などから資金
を借り入れる長期債務（借金）です。本来、その年度に使
う経費はその年度でまかなうのが原則ですが、公共施設の
建設などには、一時的に多額の費用がかかること、将来の
世代にわたって利用されることなどから、財源の不足を補
い、年度間の財政負担を平準化し、次の世代にも費用を負
担してもらうことで世代間の負担を公平にする効果があり
ます。市では、市債の中でもなるべく普通交付税として後
年度に国から財源措置される市債の借り入れを行うことと
しており、災害復旧事業や総合的な経済対策事業に充て
ています。9月末現在の残高は88億1,751万円（前年度月
末比2.6％の減）となっていますが、そのうち57.4％にあ
たる50億5,789万円が普通交付税として後年度に財源措
置されます。

市債の活用について市債の活用について

（数字は11月6日現在）
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ことばの贈り物

“ありがとうメッセージ”

入賞作品発表入賞作品発表
　思いやりや感謝の気持ちを言葉で表した、大切な人への“ことばの贈り物”。
　今年もたくさんの応募がありました。（応募総数1200点）
　皆さんも、大切な人に「ありがとう」の言葉を贈ってみませんか。

（順不同・敬称略）

優 秀 賞優 秀 賞

優 秀 賞優 秀 賞

入　賞入　賞

入　賞入　賞

中学生の部中学生の部

小学生の部小学生の部

野球部の部員へ　
３年間ありがとうございました
いっしょに流した汗と涙
僕は、一生忘れません
　　　　　有島　知志より

遠くに住んでいる親友へ　
あなたの手紙が、
いつも私の心のよりどころ
離れても、友達でいてくれて
ありがとう

海咲より

おじいちゃんへ
あまり顔を見せなくてごめんなさい
がんと闘っているおじいちゃん
かっこいいよ

たかくにより

赤ちゃんのはる太くんへ
はる太くんのにこにこえがおで
ぼくは元気がますますでてきます
早く大きくなってね

てつやより

ひいおばあちゃんへ
おばあちゃんがいたから、
今のぼくたちがいるんだね
命をありがとう　長生きしてね

ゆうたより

おばあちゃんへ　
いつもおいしい野菜をありがとう
野菜が好きなのは、
おばあちゃんのおかげなんだよ

山内　菜緒より

やさしいおねえちゃんへ　
けがしたとき
だいじょうぶってきいてくれて
ありがとう
おねえちゃんだいすき

かなより

ゆう太君へ
ゆう太君は、いつも笑顔ですね
ぼくは、その笑顔が大好きです
ずっと仲良くしよう

茂都より

おてんきさんへ
晴れたり、雨がふったり、
雪がふったり
おかげでおいしいやさいが
食べれます

ちさとより

お母さんへ
「ありがとう」この言葉で
心がなごむ
お母さんこちらこそ、
いつもいつもありがとう

そうなより

有島　知志（勝山南部中学校３年）

大下　海咲（勝山南部中学校２年）

嶋田　宇訓（村岡小学校５年）

秦　哲也（北郷小学校５年）

髙田　悠汰（鹿谷小学校３年）
山内　菜緒（勝山北部中学校２年）

内田　佳那（野向小学校１年）

中村　茂都（成器南小学校４年）

髙田　千聖（鹿谷小学校２年）

加藤　颯捺（勝山中部中学校１年）

中
尾　

駿
介
（
勝
山
南
部
中
学
校
３
年
）

石
川
奈
穂
子
（
勝
山
南
部
中
学
校
３
年
）

山
下　

玖
美
（
勝
山
中
部
中
学
校
３
年
）

久
保　

美
咲
（
勝
山
北
部
中
学
校
２
年
）

長
田　

涼
佑
（
勝
山
中
部
中
学
校
２
年
）

笹
木　

静
夏
（
勝
山
南
部
中
学
校
１
年
）

松
田　

茉
奈
（
勝
山
南
部
中
学
校
１
年
）

多
田　
　

泉
（
勝
山
中
部
中
学
校
１
年
）

手
塚　

涼
介
（
平
泉
寺
小
学
校
６
年
）

田
中　
　

陸
（
野
向
小
学
校
５
年
）

森
石　

美
桜
（
荒
土
小
学
校
５
年
）

酒
井　

夏
瑞
（
三
室
小
学
校
５
年
）

小
林　

純
菜
（
村
岡
小
学
校
４
年
）

本
田　

悠
斗
（
村
岡
小
学
校
４
年
）

木
下　

萌
音
（
成
器
南
小
学
校
４
年
）

田
中　

詩
月
（
村
岡
小
学
校
３
年
）

中
村　

洋
喜
（
荒
土
小
学
校
２
年
）

古
川　

歩
輝
（
成
器
西
小
学
校
１
年
）

小
山　
　

陸
（
成
器
南
小
学
校
１
年
）

田
中　
　

颯
（
野
向
小
学
校
１
年
）

あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
賞
作
品
展

　
　

と　

き　

平
成
23
年
１
月
30
日
（
日
）
〜
２
月
27
日
（
日
）

　
　

と
こ
ろ　

勝
山
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

※入賞作品は市のホームページに紹介されています
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勝山市景観計画（素案）の概要説明（第６章・第７章・第８章）
第
６
章 

景
観
重
要
公
共
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

お
よ
び
占
用
許
可
の
基
準
に
つ
い
て

　

市
民
に
親
し
ま
れ
、
ま
た
景
観
形
成
上
大
き
な
影
響
を
与
え
る
道
路
、
河
川
、

公
園
な
ど
の
公
共
施
設
の
な
か
で
、
特
に
重
要
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
公
共
施
設
に

お
い
て
整
備
方
針
を
定
め
、
周
辺
地
域
の
景
観
と
一
体
と
な
っ
た
整
備
を
図
る
こ

と
で
、
良
好
な
景
観
形
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

勝
山
市
の
景
観
を
特
徴
づ
け
る
眺
望
景
観

を
形
成
す
る
要
素
の
１
つ
に
、
市
街
地
外
縁

部
に
広
が
る
美
し
い
田
園
集
落
景
観
が
あ
り

ま
す
。

　

雄
大
な
山
並
み
の
前
景
と
な
る
農
地
、
河

岸
段
丘
の
特
徴
あ
る
地
形
と
融
合
し
た
石
積

み
、
農
地
や
山
間
の
中
に
点
在
す
る
集
落
や

鎮
守
の
森
な
ど
、
人
々
の
営
み
の
中
で
生
ま

れ
、
育
ま
れ
て
き
た
農
業
景
観
に
は
特
有
の

美
し
さ
が
あ
り
、
人
々
の
心
の
原
風
景
と
な

る
大
切
な
景
観
で
す
。

　

国
が
定
め
た
景
観
法
の
仕
組
み
の
中
に

は
、
景
観
保
全
の
観
点
か
ら
農
地
の
維
持
管

理
に
対
し
一
定
の
制
限
が
加
わ
る
仕
組
み
も

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
時
点
に
お
い
て

は
、
そ
こ
ま
で
の
内
容
を
景
観
計
画
に
組
み

込
む
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
農
地
を
保
全
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
計
画
の
中
で
記
述
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

景
観
は
、
人
々
の
営
み
の
積
み
重
ね
に

よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
と
も

に
、
勝
山
市
に
暮
ら
す
人
々
全
て
が
景
観
づ

く
り
の
担
い
手
で
す
。

　

景
観
計
画
で
は
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政

の
責
務
を
明
確
に
し
、
行
政
は
景
観
計
画
の

実
現
に
向
け
て
、
主
役
で
あ
る
市
民
の
か
た

が
た
に
対
し
、
適
切
か
つ
継
続
的
な
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
市
民
の
責
務
】

　

良
好
な
景
観
の
形
成
に
理
解
を
深
め
、
積

極
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
と
と
も

に
、
市
の
施
策
に
協
力
し
ま
す

【
事
業
者
の
責
務
】

　

良
好
な
景
観
の
形
成
に
自
ら
努
め
る
と
と

も
に
、
市
が
実
施
す
る
施
策
に
協
力
し
ま
す

【
市
の
責
務
】

　

良
好
な
景
観
の
形
成
を
図
る
た
め
、
総
合

的
な
施
策
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
施
策
の
策

定
お
よ
び
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
、
事

業
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
ま
す

第
７
章 

景
観
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

第
８
章 

計
画
の
実
現
に
向
け
て

　勝山市では、景観計画の素案を策定後、市民の皆さまのご意見をお聞きする
とともに、計画へ反映することを目的に、市内10地区で説明会を開催しました。
　説明会では、直接市民の皆さまのご意見を聞く中で、各地域に残る素晴らし
い景観はもとより、市内全域にわたる勝山市特有の眺望景観を保全することへ
の意識の高さを感じました。
　ここで、説明会でいただいたご意見とそれに対する回答をいくつかご紹介し
ます。

景観計画素案の地区別説明会での主な意見景観計画素案の地区別説明会での主な意見

ご　　　意　　　見 市　か　ら　の　回　答

Q．　個人の田んぼの畦畔を直す際、コンクリートでな
く石積みを強制するものなのか。

A．　石積みはすばらしいですが、今回の計画ではそこ
まで強制するものではありません。

Q．　景観計画により法的制限がかかれば、経済効果に
悪影響が生じるのではないか。

A．　大規模行為に該当する場合、景観配慮の指導がさ
れますが、行為そのものを禁止するものではありま
せん。

Q．　景観を阻害する建築物は事前に規制が必要であり、
完成してからでは遅いのではないか。

A．　市内全域において、大規模行為や特定景観計画区
域内における建築物などは、事前に届け出をしてい
ただき、景観への配慮を求めることとなります。

Q．　景観計画では建築物の色まで制限するとなってい
るが、色の使用は個人の自由ではないか。

A．　特に景観に大きな影響を与える延べ床面積500㎡
以上の大規模な建築物が対象になります。

Q．　景観重要建造物や景観重要樹木に指定された場合、
制限がかかるため補助制度が必要ではないのか。

A．　個人の財産を公の財産と捉えて適性な維持管理が
必要となるため、何らかの支援制度の検討を予定し
ています。

【その他のご意見】
•景観計画は非常に立派な計画だと思う。よって、景観の指導が行われるべきで、その仕組みが必要である
•飯山市のように、屋外広告物の規制は強化すべきである
•耕作放棄地、松枯れ、資材置き場の改善が必要。また山土砂の採取に対し、市からの指導を徹底すべきである
•公園の樹木や街路樹は自慢の景観であり、自分の家の前の落ち葉の後始末は自分ですべきである
• 山際の荒れた農地にどんぐりやナラの広葉樹を植えれば、グリーンベルトにもなり景観によい。併せてクマ対
策にもなるのではないか

　

景
観
を
ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
に
活
用

し
た
ら
い
い
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
住
民
主
導

の
景
観
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
、
ぜ
ひ
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

と　

き
▼
12
月
20
日
（
月
）

　

午
後
２
時
15
分
〜
４
時
30
分

　

受
付　

午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ
▼
勝
山
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

主　

催
▼
福
井
県
都
市
計
画
協
会
・
福
井
県

内　

容
▼

◆
事
例
紹
介
（
都
市
政
策
課
職
員
）

　
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
と
景
観
計
画
」

◆
講　

演

演　

題
▼
「
な
ぜ
今
景
観
な
の
か

　
　

―
成
長
か
ら
持
続
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
―
」

講　

師
▼
内
村　

雄
二
氏

（
福
井
工
業
大
学
土
木
環
境
工
学
科
教
授
）

※
講
師
の
主
な
経
歴

・
福
井
県
都
市
計
画
審
議
会
委
員

・
福
井
市
都
市
計
画
策
定
委
員

・
勝
山
市
都
市
計
画
審
議
会
専
門
委
員

・
勝
山
市
景
観
審
議
会
委
員

定　

員
▼
２
０
０
人
（
先
着
順
）

入
場
料
▼
無
料

問　

都
市
政
策
課 

（
☎
88
‐
８
１
０
８
）

ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
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勝JOYレポート勝JOYレポート
No.3

地域でがんばっている団体をご紹介します

　

勝
Ｊ
Ｏ
Ｙ
レ
ポ
ー
ト
の
第
３
弾
を
お
届
け

し
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
昔
な
が
ら
の
団

体
で
あ
り
な
が
ら
、
会
員
同
士
の
親
睦
な
ど

を
通
じ
て
、
楽
し
く
活
発
に
が
ん
ば
っ
て
い

る
婦
人
団
体
と
、
自
主
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
地
域
に
貢
献
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち

で
も
楽
し
く
自
由
に
行
事
を
行
っ
て
い
る
団

体
で
す
。

　

両
団
体
と
も
、
と
て
も
い
き
い
き
と
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

婦
人
団
体
ご
紹
介

華
はな

友
ゆう

会《鹿谷町保田区》 遅羽町婦人会

◎活動内容
　保田駅清掃活動、花壇造り、定例会、各種行事

◎活動のきっかけとボランティア
　ちょうど区の役員を経験したことがきっかけになっ
て、地域のために何かしたいという想いが芽生えました。
　平成16年に結成し、それ以来当番を決めて、一日も
欠かさず保田駅のトイレ掃除、待合室の掃除をしていま
す。
　保田駅で、春には花壇造り、夏には風鈴飾り、秋には
ちょうちん、冬には門松を立てるなど、区の協力を得な
がら４月～11月の間活動をしています。

◎自分たちの楽しみも忘れない♪
　月に一度例会をします。市議会を見てみたい！となれ
ば、市議会へ出かけて勉強し、お茶会を開きたい！とな
ればお茶会へ出かけるなど、自分たちの楽しいことも含
みながら、地域の役に立てれば、と活動しています。

代表　牧野　芳子さん

◎活動内容
　カタクリまつりやクリーンアップ大作戦、敬老会、三
室まつりなどに参加し、地域の他団体と一緒に活動して
います。遅羽町全体での親睦交流のウォーキングやグラ
ウンドゴルフ、運動会や料理教室にも積極的に参加して
います。なかでも「三室まつり」では、手芸や趣味の作
品など会員の力作を多数展示したり模擬店にそばを出し
たり地元の踊りを披露するなど、大いにまつりを盛り上
げています。

◎みんなで楽しく活動を！
　今年は、会員が楽しみながら交流が持てるように金沢
散策やバーベキューを企画したところ、会員の半数が参
加し「こんな楽しいことならもっと参加したい!!!」とい
う声があがりました。これをきっかけに手芸教室を開催
しています。

◎今後の活動は
　遅羽町内各地区の婦人会も、駅の花壇作りや手芸教室、
踊りの練習など毎年活発に活動しています。
　遅羽町婦人会の今後の活動は、「公民館の清掃ボラン
ティア」「施設の訪問」などです。施設の訪問は待ちど
おしく、当日が楽しみです。

会長　酒井　幸子さん

会員の皆さん（保田駅で） ９月に金沢散策を行いました

　

新
し
い
民
生
委
員
児
童
委
員
、

　

新
し
い
民
生
委
員
児
童
委
員
、

　
　
　
　

主
任
児
童
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　

主
任
児
童
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

任
期
 
平
成
22
年
12
月
１
日
〜
平
成
25
年
11
月
30
日

　

新
し
い
民
生
委
員
児
童
委
員
お
よ
び
主
任
児
童
委
員
が
、
12
月
１
日
付
け
で

厚
生
労
働
大
臣
と
福
井
県
知
事
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
お
よ
び
主
任
児
童
委
員
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
･
福
祉
相

談
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。
地
域
の
委
員
に
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

（
敬
称
略
、
順
不
同
、
カ
ッ
コ
内
は
担
当
地
区
）

民
生
委
員
児
童
委
員
名
簿

【
勝　

山
】

工
藤
美
惠
子
（
元
町
１
・
１
〜
３
町
内
）、

荒
井
悦
子
（
元
町
１
・
４
〜
６
町
内
）、
高

田
英
男
（
元
町
１
・
７
、
８
町
内
）、
曽
倉

正
昭
（
元
町
２
・
２
〜
５
、
７
町
内
）、
山

岸
祐
子
（
元
町
２
・
１
、
６
、
８
町
内
）、

松
田
敏
男
（
元
町
３
・
１
、
２
、
７
、
８
町

内
）、
木
永
つ
や
子
（
元
町
３
・
３
〜
６
町

内
）、
皿
澤
惠
子
（
昭
和
町
1
・
１
、
2
、

3
町
内
の
一
部
、
4
町
内
の
一
部
）、
西
川

美
惠
子
（
昭
和
町
1
・
3
町
内
の
一
部
、
昭

和
町
2
）、
尾
田
祐
子
（
昭
和
町
1
・
4
町

内
の
一
部
、
昭
和
町
3
）、
佐
久
間
雪
子
（
旭

町
１
）、
松
井
弘
（
旭
町
２
・
２
、
５
、
６

町
内
）、西
内
隆
子
（
旭
町
２
・
１
、３
、４
）、

仲
村
龍
男
（
旭
毛
屋
町
２
、
３
、
６
町
内
）、

深
井
小
織
（
旭
毛
屋
町
１
、
４
、
５
町
内
）、

斎
藤
さ
と
み
（
立
川
町
１
〜
３
町
内
）、
山

田
信
子
（
立
川
町
４
〜
６
町
内
）、
和
田
佐

智
子
（
下
後
）、
玉
木
弘
夫
（
上
袋
田
、
下

袋
田
）、
安
田
敬
子
（
中
後
、
上
後
、
上
郡
）、

久
保
す
み
ゑ
（
上
長
渕
、
栄
町
１
、
２
）、

加
藤
二
三
代
（
栄
町
３
）、
細
野
富
惠
（
栄

町
４
、
５
）、
嶋
田
伊
佐
男
（
沢
町
１
〜
５

町
内
）、久
保
惠
美
子
（
沢
町
６
〜
９
町
内
）、

橋
本
進
（
芳
野
町
１
〜
３
町
内
）、
藤
澤
美

年
子
（
芳
野
町
４
〜
６
町
内
）、境
正
夫
（
芳

野
町
７
町
内
）

【
猪
野
瀬
】

平
田
ミ
ヨ
子
（
片
瀬
、
片
瀬
町
）、
三
屋
美

幸
（
毛
屋
、
猪
野
）、
鳥
山
豊
一
（
高
島
、

西
高
島
）、
長
谷
川
勇
（
若
猪
野
、
岡
横
江
、

猪
野
口
）

【
平
泉
寺
】

松
井
誠
一
（
平
泉
寺
上
）、
谷
一
夫
（
平
泉

寺
下
）、
南
清
和
（
岩
ヶ
野
、
大
矢
谷
、
小

矢
谷
、上
野
、池
ヶ
原
）、松
田
八
千
代（
赤
尾
、

笹
尾
、
神
野
）、
山
内
正
博
（
大
渡
、
壁
倉
、

経
塚
）

【
遅　

羽
】

斎
藤
清
昭
（
蓬
生
・
北
山
・
中
島
）、
松
山

千
恵
子
（
千
代
田
・
比
島
）、
斎
藤
愼
治
（
下

荒
井
・
嵭
崎
）、
酒
井
邦
春
（
大
袋
・
新
道
）

【
村　

岡
】

長
谷
川
淳
一
（
郡
町
１
、
３
町
内
）、
林
松

治
（
郡
町
２
、
４
町
内
）、
久
永
や
す
子
（
郡

町
５
、
６
町
内
）、
原
田
由
次
（
長
山
町
１
）、

松
村
信
子
（
長
山
町
２
）、
中
野
裕
子
（
滝

波
町
１
、
２
町
内
）、
多
田
与
士
光
（
滝
波

町
５
町
内
）、
笠
川
喜
久
子
（
滝
波
町
３
、

４
町
内
）、
髙
野
こ
と
み
（
浄
土
寺
）、
池
田

修
一
（
寺
尾
、
五
本
寺
、
黒
原
）、
竜
田
正

純
（
暮
見
、
栃
神
谷
、
芳
野
ヶ
原
）

【
北　

谷
】

伊
藤
雅
子
（
木
根
橋
、
小
原
）、
加
藤
美
津

子
（
谷
、河
合
）、石
井
捷
子
（
中
尾
、杉
山
、

北
六
呂
師
）

【
野　

向
】

西
村
悦
郎
（
龍
谷
、
竹
林
）、
松
谷
九
右
ヱ

門
（
北
野
津
又
、
横
倉
）、
石
塚
ま
つ
ゑ
（
薬

師
神
谷
、
牛
ヶ
谷
）、
椿
山
信
子
（
深
谷
、

聖
丸
）

【
荒　

土
】

宇
佐
美
明
久
（
新
保
、
松
ヶ
崎
）、
齋
藤
千

里
（
伊
波
、
妙
金
島
）、
土
田
明
美
（
布
市
、

清
水
島
）、
森
石
紘
治
（
堀
名
、
中
清
水
、

北
宮
地
）、
木
下
元
子
（
北
新
在
家
、
松
田
、

田
名
部
）、
袖
川
波
津
子
（
境
、
新
道
、
西
ヶ

原
、
戸
倉
）、
笠
羽
芳
夫
（
細
野
口
、
別
所
）

【
北　

郷
】

津
田
四
十
四
（
檜
曽
谷
、
新
町
、
志
比
原
）、

松
川
春
美
（
上
森
川
、下
森
川
、西
妙
金
島
）、

木
下
雅
郎
（
伊
知
地
、上
野
）、石
川
市
夫
（
東

野
、
岩
屋
）、
松
村
純
子
（
坂
東
島
）

【
鹿　

谷
】

島
田
秀
夫
（
本
郷
）、
廣
田
栄
治
（
発
坂
、

保
田
出
村
）、
佐
野
美
代
子
（
矢
戸
口
）、
中

川
ま
つ
子
（
志
田
、
西
光
寺
）、
山
内
美
津

子
（
保
田
）、
島
田
よ
し
美
（
北
西
俣
）、
竹

内
敏
子
（
東
遅
羽
口
、
西
遅
羽
口
、
杉
俣
）

主
任
児
童
委
員
名
簿

大
沢
佑
治
・
斎
藤
は
つ
ゑ
（
以
上
勝
山
）、

楠
美
榮
子
・
中
村
篤
子（
以
上
平
泉
寺
、遅
羽
、

猪
野
瀬
）、幅
田
み
ち
惠
・
宇
佐
見
美
知
子（
以

上
村
岡
、
北
谷
、
野
向
）、
笠
松
洋
子
・
森

下
喜
美
子
（
荒
土
、
北
郷
、
鹿
谷
）

問　

福
祉
・
児
童
課 

（
☎
87
‐
０
７
７
７
）
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特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
て
い

る
か
た
が
65
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、
特
別
支

給
の
老
齢
厚
生
年
金
に
代
わ
っ
て
、
新
た
に

老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。（
在
職
中
で
全
額
給
付

停
止
さ
れ
て
い
る
か
た
も
含
む
）

提
出
物
▼
「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
裁

定
請
求
書
」、
ハ
ガ
キ
（
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
）

提
出
先
▼
日
本
年
金
機
構

提
出
期
限
▼
65
歳
に
な
る
誕
生
月
の
末
日
ま

で
（
１
日
生
ま
れ
の
か
た
は
前
月
の
末
日

ま
で
）

※
届
け
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
年
金
の
支
払
い

が
一
時
保
留
さ
れ
、
受
け
取
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
手
続
き
が
お
済
み

で
な
い
か
た
は
、
請
求
の
お
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
場
所
▼

　

市
役
所
（
国
民
年
金
の
み
の
か
た
）

　

福
井
年
金
事
務
所
（
そ
の
他
の
か
た
）

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が

交
付
さ
れ
ま
す

　

公
的
年
金
な
ど
は
「
雑
所
得
」
と
み
な
さ

れ
、
所
得
税
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
公
的
年
金

な
ど
の
支
払
い
者
（
日
本
年
金
機
構
・
共
済

組
合
な
ど
）
は
、
老
齢
年
金
な
ど
の
受
給
者

全
員
に
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を

作
成
し
て
、１
月
31
日
ま
で
に
交
付
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
確
定
申
告
の
際
に
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。（
※

障
害
年
金
、
遺
族
年
金
は
非
課
税
の
た
め
源

泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
）

　

２
つ
以
上
の
年
金
で
扶
養
親
族
等
申
告
書

を
提
出
し
て
い
る
か
た
や
、
年
金
以
外
に
給

与
な
ど
の
所
得
が
あ
る
か
た
、
ま
た
雑
所
得

の
合
計
が
各
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

か
た
な
ど
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

問　

福
井
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
７
６
‐
23
‐
４
５
１
８
）

　
　

市
民
課 

（
☎
88
‐
８
１
０
２
）

漏
水
の
チ
ェ
ッ
ク
方
法

１
．
家
の
蛇
口
を
全
部
止
め
た
状
態
に
し
ま

す
。

２
．
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク

（
下
の
図
参
照
）
を
確
認
し
ま
す
。
回
っ

て
い
な
け
れ
ば
漏
水
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

３
．
少
し
で
も
回
っ
て
い
れ
ば
漏
水
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
早
急
に
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

凍
結
に
よ
る
破
損
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

１
．
屋
外
の
露
出
し
た
ま
ま
の
水
道
管
や
蛇

口
を
防
寒
し
て
く
だ
さ
い
。
防
寒
方
法
と

し
て
保
温
材
（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
保
温
筒
、

毛
布
や
厚
手
の
布
で
も
よ
い
）
を
取
り
つ

け
、
こ
れ
ら
が
濡
れ
な
い
よ
う
に
上
か
ら

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
で
巻
い
て
く
だ
さ

い
。

２
．
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
土
砂
類

や
衣
類
な
ど
入
れ
る
と
、
水
道
メ
ー
タ
ー

検
針
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
水
道
メ
ー

タ
ー
の
値
が
見
ら
れ
る
状
態
に
し
て
く
だ

さ
い
。

そ 

の 

他

１
．
長
期
間
不
在
に
さ
れ
る
場
合
は
、
給

水
中
止
の
手
続
き
を
と
る
か
、
水
道
メ
ー

タ
ー
横
に
あ
る
止
水
栓
を
閉
め
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

２
．
水
道
水
を
融
雪
に
は
使
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

問　

上
下
水
道
課 

（
☎
88
‐
8
1
0
9
）

　水道管が凍結により破損し、漏水する事故が多
発しています。
　各戸での水道メーターの管理をお願いします。
　漏水に気付かなかったために、水道料金が高額
になった事例があります。水道メーターの値を管
理することで、漏水を早期に発見できます。

ご注意くださいご注意ください
冬期間の水道管の凍結冬期間の水道管の凍結

パイロットマーク

　

ま
も
な
く
冬
本
番
を
迎
え
ま
す
。

　

雪
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
雪
を
克
服
し

ま
し
ょ
う
。

◎
雪
に
対
す
る
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

•
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
車
道
除
雪

の
支
障
と
な
り
ま
す

•
水
道
水
に
よ
る
融
雪
・
消
雪
は
や
め
ま

し
ょ
う
。
断
水
の
原
因
と
な
り
ま
す

•
重
機
な
ど
を
使
用
し
て
の
大
量
排
雪
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
側
溝
や
水
路
な
ど
の
雪
詰

ま
り
や
、
付
近
住
宅
の
浸
水
を
引
き
起
こ

す
原
因
と
な
り
ま
す
（
大
量
に
排
雪
す
る

場
合
は
、
市
指
定
の
排
雪
場
所
へ
）

•
開
い
た
グ
レ
ー
チ
ン
グ
（
投
雪
口
）
に
は
、

必
ず
赤
旗
な
ど
を
立
て
ま
し
ょ
う
。
歩
行

者
、
自
動
車
な
ど
の
転
落
防
止
の
た
め
で

す
。
ま
た
、作
業
終
了
後
は
、必
ず
グ
レ
ー

チ
ン
グ
を
閉
め
ま
し
ょ
う

•
屋
根
に
は
、
落
雪
防
止
の
た
め
、
必
ず
雪

止
め
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

◎
屋
根
雪
下
ろ
し
の
注
意
点

　

屋
根
雪
下
ろ
し
の
際
は
、
安
全
帯
の
装
着

な
ど
落
下
防
止
の
措
置
や
見
張
り
人
を
配
置

し
て
か
ら
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

◎
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
！

　

作
業
中
の
除
雪
車
は
、
非
常
に
危
険
な
の

で
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
地
域
ぐ
る
み
除
雪
の
推
進

　

除
雪
に
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
助
け
合
い

が
必
要
で
す
。
特
に
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

世
帯
な
ど
の
除
雪
に
つ
い
て
は
、
ご
近
所
の

か
た
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
除
雪
作
業
員
登
録
の

お
願
い
と
ご
紹
介
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
除
雪
作
業
（
主
に
雪
下
ろ
し
作

業
）
を
有
料
で
行
っ
て
い
た
だ
け
る
登
録
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
希
望
の
か
た
に
は
登
録
い
た
だ

い
た
除
雪
作
業
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

作
業
を
依
頼
す
る
と
き
に
は
、
期
日
や
作

業
内
容
、
料
金
に
つ
い
て
事
前
に
協
議
し
て

か
ら
、除
雪
を
行
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

問　

雪
詰
ま
り
な
ど 

水
路
・
流
雪
関
係
は

　
　
　

消
防
署 

（
☎
88
‐
０
４
０
０
）

　
　

雪
下
ろ
し
斡
旋
関
係
は

　
　
　

総
務
課 

（
☎
88
‐
１
１
１
６
）

　
　

道
路
の
除
雪
関
係
は

　
　
　

建
設
課 

（
☎
88
‐
８
１
０
７
）

投雪口には赤旗の提示を

国保
国
民
健
康
保
険
の
し
く
み

年金
65
歳
に
な
っ
た
ら

○
お
互
い
の
助
け
合
い
で

　

誰
も
が
健
康
で
幸
福
な
生
活
を
送
り
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
つ
ど
こ
で

病
気
や
ケ
ガ
を
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
日
頃
か
ら
保
険
税
を
出
し
合
い
、

不
時
の
出
費
に
備
え
よ
う
と
す
る
仕
組
み
が

国
民
健
康
保
険
の
制
度
で
す
。

　

保
険
税
を
滞
納
し
、
未
納
期
間
が
長
期
に

な
る
と
、
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

○
平
成
21
年
度
の
医
療
費

　

平
成
21
年
度
に
勝
山
市
国
民
健
康
保
険
で

か
か
っ
た
医
療
費
は
、左
記
の
と
お
り
で
す
。

医
療
機
関
で
支
払
わ
れ
る
自
己
負
担
分
以
外

の
医
療
費
は
、
健
康
保
険
が
負
担
し
て
い
ま

す
。（
例
え
ば
、
自
己

負
担
割
合
が
３
割
の
か

た
の
場
合
、
残
り
の
７

割
分
は
健
康
保
険
が
負

担
し
ま
す
）
な
お
、
医

療
費
が
高
額
に
な
っ
た

場
合
、
一
定
額
以
上
の

医
療
費
は
、
高
額
療
養

費
と
し
て
健
康
保
険
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
表
中
の
「
保
険

給
付
費
額
」
は
、
こ
れ

ら
の
よ
う
に
健
康
保
険

が
負
担
す
る
金
額
を
表

し
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
は
年
々
増
え
続
け
て
お
り
、
保
険

税
だ
け
で
は
保
険
給
付
費
額
を
補
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
平
成
21
年
度
の
場
合
、
保
険

税
収
納
額
に
対
す
る
保
険
給
付
費
額
は
、
約

５
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
や
県

の
補
助
金
、
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
で
、
こ

れ
ら
の
不
足
分
を
補
っ
て
き
ま
し
た
。

　

保
険
給
付
費
額
が
増
加
し
て
い
く
こ
と

は
、
保
険
税
の
増
加
に
繋
が
り
ま
す
。

　

多
受
診
や
頻
回
受
診
は
控
え
、
医
療
費
の

削
減
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
分
の
身
体
を
知
る
た
め
に

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

○
毎
日
を
健
や
か
に
過
ご
す
た
め
に

　

増
え
続
け
る
医
療
費
を
抑
制
す
る
た
め
に

は
、
病
気
に
な
り
に
く
い
身
体
づ
く
り
や
、

病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
が
有
効
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
定
期
的
な
健
診
を
行
い
、
日
頃

か
ら
自
分
の
身
体
を
知
り
、
ケ
ア
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

○
今
年
度
の
特
定
健
診
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
度
特
定
健
診
未
受
診
者
の
か
た

を
対
象
に
、
勧
奨
通
知
と
診
療
情
報
提
供
の

依
頼
を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
は
12

月
中
旬
に
発
送
予
定
で
す
。

　

積
極
的
な
受
診
お
よ
び
診
療
情
報
の
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

市
民
課 

（
☎
88
‐
８
１
０
２
）
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

項　　　目 金　　　額 1人当たり
医 療 費 の 総 額 18億7千万円 32.8万円
被保険者の自己負担額 2億8千万円 4.9万円
保 険 給 付 費 額 15億4千万円 27万円
その他の公費負担額 5千万円 0.9万円
保 険 税 収 納 額 3億4千万円 6万円

平成21年度勝山市国民健康保険医療費
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確
定
申
告
の
事
前
準
備
は
お
早
め
に

確
定
申
告
の
事
前
準
備
は
お
早
め
に

　

医
療
費
控
除
や
農
業
の
収
支
計
算
な
ど

　

医
療
費
控
除
や
農
業
の
収
支
計
算
な
ど

申
告
受
け
付
け
ま
で
に
整
理
し
て
く
だ
さ
い

申
告
受
け
付
け
ま
で
に
整
理
し
て
く
だ
さ
い

　

平
成
22
年
中
の
収
入
・
支
出
が
12
月
末
を
も
っ
て
確
定
し
ま
す
と
、
年
明
け
２
月
中
旬

か
ら
、
確
定
申
告
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
会
場
に
は
、
多
く
の
か
た
が
来
場

さ
れ
ま
す
。
申
告
会
場
受
け
付
け
で
領
収
書
な
ど
の
集
計
を
し
ま
す
と
、
他
の
申
告
者
の

待
ち
時
間
が
増
え
る
要
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
の
準
備
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

医
療
費
控
除
と
は
？

　

自
分
自
身
や
家
族
の
た
め
に
医
療
費
を
年

間
10
万
円
以
上
払
っ
た
場
合
（
所
得
金
額
が

２
０
０
万
円
以
下
の
か
た
は
所
得
の
５
％
を

超
え
た
金
額
以
上
払
っ
た
場
合
）、
確
定
申

告
に
よ
り
一
定
の
金
額
の
所
得
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

整
理
の
方
法

①
受
診
者
ご
と
に
領
収
書
を
分
類
し
ま
す

②
次
に
、
①
の
分
類
ご
と
に
病
院
や
薬
局
別

の
合
計
を
求
め
紙
に
メ
モ
し
ま
す

申
告
前
の
チ
ェ
ッ
ク
事
項

①
医
療
費
の
領
収
書
は
原
本
で
す
か

②
領
収
書
の
日
付
け
は
平
成
22
年
１
月
１
日

〜
12
月
31
日
の
間
で
す
か

③
生
命
保
険
や
健
康
保
険
組
合
な
ど
か
ら

の
補
て
ん
金
は
医
療
費
の
合
計
か
ら
減
額　

し
て
い
ま
す
か

④
給
与
や
年
金
収
入
の
場
合
、
源
泉
徴
収
票

が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
か

農
業
申
告
の
準
備

①
農
業
専
用
の
通
帳
か
ら
、
米
や
野
菜
の
販

売
金
や
過
年
産
米
の
入
金
、
補
助
金
な
ど

の
収
入
を
整
理
し
ま
す
。
家
事
消
費
米
も

通
常
販
売
す
る
１
俵
あ
た
り
の
単
価
を
乗

じ
て
収
入
金
額
に
加
え
て
く
だ
さ
い

②
農
協
か
ら
配
布
の
領
収
一
覧
や
そ
の
他
の

領
収
を
整
理
し
、
経
費
の
分
類
集
計
を
し

ま
す
（「（
農
業
所
得
用
）
収
支
計
算
準
備

表
」
は
、
１
月
上
旬
に
は
農
業
従
事
者
の

皆
さ
ま
に
、
農
業
申
告
の
依
頼
通
知
と
併

せ
て
送
付
し
ま
す
）

　

ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
税

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

税
務
課 

（
☎
88
‐
８
１
０
１
）

　

今
年
度
の
夏
休
み
期
間
中
、
市
内
の
小
学

５
年
生
〜
中
学
３
年
生
を
対
象
に
、「
か
つ

や
ま
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
約
５
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
か
つ
や
ま
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
は
、

地
球
環
境
を
守
る
た
め
に
家
庭
で
も
簡
単
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
方
法
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
を
選
ん
で
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標

と
し
、
夏
休
み
期
間
中
に
実
践
す
る
と
い
う

取
り
組
み
で
す
。

　

参
加
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
報
告
用
紙
を
集

計
し
た
結
果
、
取
り
組
み
数
が
多
か
っ
た
エ

コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
は
、「
ご
飯
を
残
さ
ず

に
食
べ
ま
す
」
や
「
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ

グ
を
持
っ
て
い
き
ま
す
」
な
ど
、
日
常
生
活

で
簡
単
に
取
り
組
め
る
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
一
緒
に
「
環

境
家
計
簿
」
を
つ
け
て
く
れ
た
児
童
・
生
徒

が
約
３
０
０
人
い
ま
し
た
。

　

環
境
家
計
簿
と
は
、
１
か
月
に
家
庭
で
使

用
す
る
電
気
・
ガ
ス
・
ガ
ソ
リ
ン
の
量
を
記

録
す
る
こ
と
で
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
二

酸
化
炭
素
の
量
を
算
出
し
、
そ
れ
を
減
ら
し

て
い
こ
う
と
す
る
エ
コ
活
動
で
す
。今
回
は
、

７
月
と
８
月
の
２
か
月
分
の
記
録
を
報
告
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。「
冷
房
を
28
℃
に
す
る

の
は
難
し
か
っ
た
」「
と
て
も
小
さ
な
こ
と

で
も
、
地
球
に
は
と
て
も
や
さ
し
い
こ
と
な

の
で
続
け
た
い
」
な
ど
、
参
加
者
か
ら
は
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

簡
単
な
こ
と
で
も
続
け
て
実
行
す
る
こ
と

で
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
、
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を
送
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。家
族
や
友
だ
ち
と
協
力
し
て
、

ま
ず
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

問　

生
活
環
境
課 

（
☎
88
‐
８
１
０
４
）

か
つ
や
ま

か
つ
や
ま

エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ

エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ

小
・
中
学
生
５
０
０
人
が
参
加

勝
山
市
競
争
入
札
等

参
加
資
格
審
査
申
請
に
つ
い
て

　

平
成
23
・
24
年
度
に
お
い
て
、
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
、
工
事
関
係
委
託
、
そ
の
他

委
託
、
物
品
等
お
よ
び
小
規
模
修
繕
に
係
る

一
般
競
争
入
札
、
指
名
競
争
入
札
お
よ
び
随

意
契
約
に
参
加
を
希
望
す
る
か
た
は
、
次
の

と
お
り
資
格
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
記
載

事
項
を
ご
確
認
の
上
、
申
請
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
少
額
の
発
注
に
つ
い
て
も
、
入
札
参
加
資

格
登
録
業
者
へ
発
注
し
ま
す
の
で
、
必
ず

競
争
入
札
等
参
加
資
格
審
査
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、
10
万
円
未
満

の
そ
の
他
委
託
、
物
品
等
お
よ
び
小
規
模

修
繕
の
場
合
は
適
用
除
外
と
し
ま
す
。）

申
請
区
分
▼

①
建
設
工
事
…
建
設
業
法
に
規
定
す
る
28
業

種
②
工
事
関
係
委
託
…
測
量
、
土
木
関
係
コ
ン

サ
ル
、
建
築
関
係
コ
ン
サ
ル
、
地
質
調
査
、

補
償
コ
ン
サ
ル

③
そ
の
他
委
託
…
清
掃
、
警
備
、
設
備
保
守
、

廃
棄
物
処
理
、調
査
、検
査
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
業
務
な
ど

④
物
品
等
…
文
具
・
医
療
薬
品
、
印
刷
製
本
、

写
真
、電
気
機
器
、消
防
機
器
、機
械
器
具
、

車
両
類
、
燃
料
、
繊
維
・
被
服
、
日
用
品
、

装
飾
、
看
板
、
楽
器
・
運
動
具
ほ
か

小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者
登
録
に
つ
い
て

　

市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
修
繕
契
約
の
う

ち
、
内
容
が
軽
易
で
か
つ
少
額
な
修
繕
契
約

（
原
則
と
し
て
１
件
の
金
額
が
30
万
円
未
満
）

を
希
望
す
る
市
内
に
本
店
を
有
す
る
法
人

や
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
事
業
者
の

受
注
機
会
を
拡
大
し
ま
す
の
で
、
登
録
を
希

望
す
る
か
た
は
、
記
載
事
項
な
ど
を
ご
確
認

の
上
、
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
区
分
▼

①
建
築
関
係
…
金
属
製
工
作
物
修
繕
、
木
製

造
作
修
繕
、
木
製
工
作
物
・
建
具
修
繕
、

左
官
修
繕
、
石
修
繕
、
屋
根
修
繕
、
溶
接

修
繕
、
板
金
修
繕
、
ガ
ラ
ス
・
金
属
製
建

具
修
繕
、
塗
装
修
繕
、
防
水
修
繕
、
壁
・

天
井
、
床
、
カ
ー
テ
ン
修
繕
、
畳
修
繕

②
設
備
関
係
…
電
気
設
備
修
繕
、
空
調
設
備

修
繕
、
給
水
設
備
修
繕
、
排
水
・
衛
生
設

備
修
繕
、
ガ
ス
給
湯
設
備
修
繕
、
消
防
設

備
修
繕

申
請
方
法
に
つ
い
て

申
請
期
間
▼
平
成
23
年
2
月
9
日（
水
）ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

提
出
先
▼
総
務
課

提
出
方
法
▼
市
内
業
者
は
持
参
。
市
外
業
者

は
郵
送
も
可

そ
の
他
▼
申
請
要
領
お
よ
び
様
式
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

ほ
か
、
総
務
課
に
て
配
布
（
有
料
）
し
ま

す

　

U
R
L　

http://w
w
w
.city.

katsuyam
a.fukui.jp/)

・
問　

総
務
課 

（
☎
88
‐
１
１
１
６
）

平
成
平
成
2323
・・
2424
年
度
勝
山
市
競
争
入
札
等

年
度
勝
山
市
競
争
入
札
等

　

参
加
資
格
審
査
申
請
お
よ
び

　

参
加
資
格
審
査
申
請
お
よ
び

小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者

小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者

登
録
に
つ
い
て

登
録
に
つ
い
て

　冬季は、ノロウイルスなどを原因とする感染性胃腸
炎が多発する時期となります。
　また、冬場であってもノロウイルスなどにより、食
中毒は発生します。ノロウイルスは、おう吐や下痢、
腹痛などを起こし、おう吐物やふん便を介した2次感
染によって周囲の人にうつす危険性があります。わず
かなウイルスの付着でも感染しますので、抵抗力の弱
い子どもや高齢者は、特に注意が必要です。

＜予防対策＞

1. こまめな手洗い

2. ノロウイルスを殺すための加熱
（特に2枚貝は注意）

3. おう吐物・下痢便の処理には注意
（菌が大量に含まれているため）

問　健康長寿課（☎87－0888）

　この冬、勝山で婚活イベントを
開催します！
　県外在住の独身女性と一緒に、
スキーや市内観光名所巡りをし
て、ホットな出逢いで春を先どり
しましょう！
と　き▶平成23年2月19日（土）～20日（日）
内　容▶
　1日目　市内観光名所の見学、勝山ニューホテルで懇

親会（かに鍋パーティー、餅つき）、宿泊
　2日目　スキージャム勝山でスキー、ティーパーティー
　※天候などで内容を一部変更する場合があります
募集対象▶ 勝山市内在住または勝山市内で勤務されてい

る独身男性
定　員▶20人
費　用▶１万3000円（宿泊費、リフト券代など）
応募締切▶平成23年1月14日（金）
・問　未来創造課（☎88－1115）

ノロウイルスなどを原因とする
感染症・食中毒にご注意！！

雪だ！恐竜だ！勝山だ！
２人で描こうハートシュプール

370 390 410 430 450 470
（人）

取り組み数の多かったエコチャレンジ目標

465

417

395

392

390

389

ご飯は残さず食べます

テレビやゲームの時間を   
短くします

早寝早起きをこころがけます

お風呂には家族が続けて入り、
シャワーはこまめに止めます

ごみはしっかり   　　　　　
分別して捨てます

買い物はマイバッグを 　　
持って行きます
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海
外
選
手
に
勝
て
る
よ
う
頑
張
る
！

山
口
茜
さ
ん
国
際
大
会
報
告

■
11
月
10
日　

勝
山
市
役
所

　10月末に千葉県で行われた15歳以下のバ
ドミントン国際大会女子シングルスで準優勝
した山口茜さん（勝山南部中1年）が山岸市
長へ結果報告に訪れました。

ジ
オ
パ
ー
ク
を
学
ぼ
う
！

ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
支
援
事
業
開
催

■
10
月
28
日
・
11
月
1
・
5
・
17
日　市内4小学校が、恐竜渓谷ふくい勝山ジオ

パークの中心である恐竜化石発掘地や県立恐
竜博物館、恐竜化石発掘体験を利用し、理科
の学習を行いました。

新
ソ
バ
に
行
列
・
門
前
町
に
ぎ
わ
う

越
前
大
仏
も
ん
ぜ
ん
市
＆
新
そ
ば
祭
り

■
11
月
14
日　

越
前
大
仏
門
前
町　市内22店舗が参加し、地場野菜やお酒、工

芸品、加工食品などの販売が行われ、とても
にぎわいました。また、おろしそばは行列が
できるほどの人気でした。

「
未
来
の
鹿
谷
」の
絵
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に

中
部
縦
貫
道
・
杉
俣
ト
ン
ネ
ル

■
11
月
22
日　

鹿
谷
町
杉
俣

　鹿谷小児童が描いた6枚の絵と、自分への
手紙96通がタイムカプセルとして、杉俣トン
ネル出入り口付近に埋められました。20年後
に掘り出す予定です。

自
分
で
ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ
に
挑
戦
！

ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ
教
室
開
催

■
11
月
15
日　

ゆ
め
お
ー
れ
勝
山　勝山公民館主催のヘアアレンジ教室に23

名が参加し、プロの技術を目の前で見て、レ
クチャーを受けました。実際に自分の髪で編
込みなどに挑戦していました。

今
年
も
お
い
し
く
で
き
そ
う
で
す

鯖
の
熟
れ
鮨
し
仕
込
み
始
ま
る

■
11
月
24
日　

北
谷
町
北
六
呂
師　北谷町の冬の伝統食「鯖の熟れ鮨し」の仕

込みが始まりました。今年も2500匹を生産
し、予約販売のほか、年の市や左義長まつり
で販売する予定です。

会
場
に
本
場
大
阪
の
笑
い

「
よ
し
も
と
新
喜
劇
」公
演
開
催

■
11
月
17
日　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル　勝山市文化協会主催の芸術劇場が行われま

した。一般講演の前に、市内中学生700人が
招待され、本場の生の笑いを楽しみました。

山
間
の
休
憩
所
に

「
中
村
の
清
水
」
改
修
完
成
祭

■
11
月
７
日　

北
谷
町
谷
区

　「ふくいのおいしい水」に指定されている
「中村の清

しょうず

水」が県補助金を受けて改修され、
その完成祭が行われました。

本
番
目
指
し
て
特
訓

左
義
長
お
は
や
し
講
習
会
始
ま
る

■
11
月
30
日
〜　

市
民
会
館

　勝山左義長まつりのおはやし講習会が始
まりました。本番まで10回行われます。
参加申し込みは下記まで。
実行委員会事務局（☎88－8117）

白山と平泉寺の魅力に迫る白山文化フォーラム２０１０
■11月14日　平泉寺地区・教育会館

エコ環境都市のシンボルに！太陽光発電パネルを設置
■11月19日　かつやま恐竜の森

勝山から五輪選手を！長谷川さんを勝山大使に委嘱
■11月19・20日　市営体育館ほか

　平成13年から毎年開催している白山文化フォーラムが開
催され、市内外から多くのかたが参加しました。
　午前中は平泉寺の発掘現場での史跡見学会があり、今年
度の発掘成果の説明がされました。
　午後は市民フォーラムの中で、講演会とパネルディスカッ
ションが行われ、白山信仰の歴史背景などについて興味深
いお話が聞けました。

　

エ
コ
環
境
都
市
を
目
指
す
勝
山
市
で
は
、
か
つ
や
ま
恐
竜

の
森
（
長
尾
山
総
合
公
園
）
管
理
事
務
所
の
壁
面
を
利
用
し
、

太
陽
光
発
電
が
で
き
る
「
太
陽
電
池
一
体
型
防
水
シ
ー
ト
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
勝
山
市
の
環
境
施
策
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

　

勝
山
市
出
身
で
、
元
全
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
の
長
谷
川
博
幸
さ
ん
を
「
か
つ
や
ま
〝
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〞

大
使
」
に
委
嘱
し
ま
し
た
。
長
谷
川
さ
ん
は
「
勝
山
市
か
ら

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
出
し
た
い
。」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

平泉寺発掘現場での説明会

パネルはシリコン素材で43枚設置

小中学生の選手対象に講演会も行いました

委嘱後、市長と握手をする長谷川さん

本郷真
まさつぐ

紹氏による講演会
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11
月
の
活
動
報
告

◆
第
３
回
勝
山
唄
の
市
２
０
１
０
in
じ
ば
さ
ん

　

11
月
14
日
（
日
）

　

勝
山
を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を

発
表
す
る
「
唄
の
市
」
が
地
場
産
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
地
元
高
校
生
バ
ン
ド
な
ど
音

楽
愛
好
者
９
組
が
出
場
し
ま
し
た
。
ギ
タ
ー

１
本
で
の
ソ
ロ
や
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
が
行

わ
れ
、
審
査
員
や
観
客
は
出
場
者
の
歌
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
勝
山
城
絵
画
作
品
展
表
彰
式

　

11
月
14
日
（
日
）

　

市
内
外
か
ら
６
７
３
点
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、
金
賞
７
点
な
ど
が
選
ば
れ
ま

し
た
。表
彰
式
は
勝
山
城
博
物
館
で
行
わ
れ
、

入
賞
者
と
そ
の
家
族
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
勝

山
城
博
物
館

２
階
に
は
、

緑
に
囲
ま
れ

た
勝
山
城
や

自
分
が
思
い

描
く
夢
の
城

の
絵
が
展
示

さ
れ
て
い
ま

し
た
。

12
月
の
エ
コ
協
行
事

◆
越
前
大
仏
「
お
身
拭
い
」

　

12
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

　

大
仏
殿
に
積
も
っ
た
今
年
１
年
の
ホ
コ
リ

を
拭
い
ま
す
。

※
一
緒
に
清
掃
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す

エ
コ
協
の
団
体
・
活
動
紹
介

　

今
月
は
、
市
民
団
体
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
勝
山
左
義
長
ば
や
し
保
存
会

　

保
存
会
で
は
、

7
月
か
ら
、
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
で

お
は
や
し
講
習
会

を
開
催
し
、
12
月

か
ら
は
、
ま
つ
り

実
行
委
員
会
主
催

の
講
習
会
を
市
民

会
館
で
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
や
富
山
の
太
鼓
な
ど
市

外
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
、
勝
山
左
義
長
ま
つ

り
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

◆
お
さ
ん
ぽ
マ
ッ
プ
部
＠
ら
ぶ
勝

　

初
め
て
勝
山
へ
来
ら
れ
た
か
た
が
、
迷
わ

ず
動
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
地
図
と
、
い

ち
市
民
の
ク
チ
コ
ミ
情
報
を
載
せ
た
チ
ラ
シ

を
製
作
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
の
か
た
に
も

勝
山
の
魅
力
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

問　

未
来
創
造
課 

（
☎
88
‐
１
１
１
５
）

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会
、

　
　

略
し
て「
エ
コ
協
」で
す
。

魔法のアイロン上達本

中村　祐一／監修
世界文化社

消防官になるには

菅原　順臣／著
ぺりかん社

ぼうけんしよう・
　　　　お金のせかい

斉藤洋とキッズ生活探検団／作
玉川大学出版部

ランドラッシュ

ＮＨＫ食料危機取材班／著
新潮社

小惑星探査機
「はやぶさ」宇宙の旅

佐藤　真澄／著
汐文社

鋼鉄の叫び

鈴木　光司／著
角川書店

実験でわかる
　　インターネット

岡嶋　裕史／著
岩波書店

タブスおばあさんと
三匹のおはなし

ヒュー・ロフティング／文と絵
集英社

よくぞごぶじで

ルドウィッヒ・ベーメルマンス／作
ＢＬ出版

人間小唄

町田　康／著
講談社

ソルハ

帚木／蓬生／著
あかね書房

ベンジーのもうふ

ドロシー・マリノ／絵
あすなろ書房

図書館の
行事案内

は

広報お知
らせ版に

掲載してい
ます

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000　　ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/

図書新着情報図書新着情報図書新着情報図書新着情報 「
勝
山
市
の
た
め
に
役
立
て
て
」

故
泰
嶽
伯
芳
氏
の
ご
親
族
か
ら

故
泰
嶽
伯
芳
氏
の
ご
親
族
か
ら

勝
山
市
に
１
０
０
万
円
の
寄
付

勝
山
市
に
１
０
０
万
円
の
寄
付

10
月
28
日

「
環
境
保
全
活
動
に
役
立
て
て
」

越
前
信
用
金
庫
か
ら

越
前
信
用
金
庫
か
ら

勝
山
市
に

勝
山
市
に
4444
万
円
の
寄
付

万
円
の
寄
付

11
月
25
日

北
陸
労
働
金
庫
勝
山
支
店
が

北
陸
労
働
金
庫
勝
山
支
店
が

市
内
小
中
学
校
に
図
書
券

市
内
小
中
学
校
に
図
書
券

（
各
校
２
万
円
分
）
を
寄
贈

（
各
校
２
万
円
分
）
を
寄
贈

10
月
17
日

奥
越
法
人
会
が

奥
越
法
人
会
が

市
内
幼
稚
園
に
絵
本
セ
ッ
ト
を
、

市
内
幼
稚
園
に
絵
本
セ
ッ
ト
を
、

市
内
小
学
校
に
書
画
棚
を
寄
贈

市
内
小
学
校
に
書
画
棚
を
寄
贈

10
月
28
日
・
11
月
11
日

たくさんの寄付をありがとうございましたたくさんの寄付をありがとうございました

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

11
月
11
日

全
国
担
い
手
育
成

　

推
進
協
議
会
長
賞
を
受
賞

11
月
26
日

第
10
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
３
位

10
月
23
日
〜
25
日

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
石
川

２
０
１
０
で
３
位

10
月
９
日
〜
12
日

　埼玉県で行われた「平成22年度健
やか21親子全国大会」で、前田久江
さん（荒土町伊波）が、長年にわたって
母子保健の向上に尽力された功績とし
て、厚生労働大臣表彰を受賞しました。

　市内で初めての集落営農法人とし
て、女性や若手の参画など先駆的な取
り組みを展開している農事組合法人
「エコ・ファームてらお」が、全国担い手
育成推進協議会長賞を受賞しました。

　千葉県で行われた「第10回全国障害
者スポーツ大会」で、新田鉄也さん（旭
町２丁目、写真左）が一般卓球２部（40
歳以上）で、木水一美さん（平泉寺町岩ヶ
野、写真右）が陸上競技50ｍ走（少年
の部）でそれぞれ３位になりました。

　石川県で行われた「ねんりんピック石
川2010」で、谷内英一さん（滝波町１
丁目、写真中央）がグラウンドゴルフ男
性の部で３位になりました。

祝祝
!!
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す


